
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス に お け る D X 活 用 の 課 題   

（ １ ） 先 端 技 術 の 維 持 管 理 業 務 へ の 応 用  

イ ン フ ラ の メ ン テ ナ ン ス 業 務 は 、 近 接 目 視 ・ 打 音 点

検 に 代 表 さ れ る 人 手 と 時 間 を 要 す る 業 務 割 合 が 高 い ① 。

一 方 で 熟 練 技 術 者 の 減 少 、 就 業 者 の 高 齢 化 、 老 朽 施 設

の 加 速 度 的 な 増 加 は 不 可 避 の 状 況 で あ る ② 。 従 っ て 技

術 の 観 点 か ら 、 よ り 効 率 的 な 点 検 ・ 診 断 等 を 可 能 と す

る 先 端 技 術 の 維 持 管 理 業 務 へ の 応 用 が 課 題 ③ で あ る 。   

 

① 構文が少しおかしいですね。シンプルに「インフラのメンテナンス業務は、近接目視・打音点検に

代表されるように人手と時間を要する」または「インフラのメンテナンスは、近接目視・打音点検

に代表される人手と時間を要する業務の占める割合が高い」ですね。読みやすいのは前者です。 

② 一方でとありますが、何に対するもう一つなのでしょうか。前後の文のつながりを踏まえ、適切な

接続詞を選択しましょう。また、「メンテナンスは人も時間も必要」だけど「人は少なくなるは、

メンテナンスするものは増えるはでもうできない」といった論調を表現したいのだと思いますが、

うまく表現できていないですね。→「しかし、生産年齢人口の減少に加え、メンテナンスを必要と

する社会資本は増加する一方であり、今後、適切な維持管理ができない恐れがある」 

③ 「技術の観点から先端技術の維持管理」では観点と課題が重複しているように見えます。観点は、

課題のジャンルを示すイメージで書くと良いです。また、課題を示す表現が冗長的で非常に分かり

づらいです。先端技術が何なのかよく分からないうえ、それを導入するのではなく応用するのです

よね。どのような行動なのか理解できません。しかも、なぜ効率化する必要があるのかが、前述の

背景から読み取ることができませんので、順序だてた説明になっておらず飛躍しています。加え

て、先端技術との表現も気になります。AI 技術や ICT 技術（問題は DX 活用なのでデジタル技術は

NG）といったジャンルにしておかないと、先端とは何かはその時々で変わってしまいまし、DX な

のかも判然としません。分かりすく、かつ適切な表現に努めましょう。 
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 
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技術部門  
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ ２ ） デ ー タ 利 活 用 の 環 境 整 備  

イ ン フ ラ の 維 持 管 理 を 効 果 的 ・ 効 率 的 に 進 め る に は 、

必 要 な 情 報 を 必 要 な 時 に 、 必 要 な 人 が 即 座 に 取 得 で き

る こ と が 重 要 で あ る 。 一 方 ④ 調 査 ・ 測 量 、 設 計 、 施 工 、

維 持 管 理 ま で の あ ら ゆ る 過 程 で 取 得 さ れ る デ ー タ の 標

準 化 や 連 携 ・ オ ー プ ン 化 が 不 十 分 な た め 、 現 状 デ ー タ

の 利 活 用 が 十 分 に 進 ん で い な い 。 従 っ て 情 報 の 観 点 か

ら 、 国 土 の デ ジ タ ル ツ イ ン 化 を 進 め 技 術 者 が よ り デ ー

タ を 利 活 用 し や す い 環 境 の 整 備 が 課 題 ⑤ で あ る 。   

 

（ ３ ） デ ジ タ ル 技 術 に 精 通 し た 技 術 者 の 育 成  

D X を 推 進 す る た め に は デ ー タ の 取 得 、 整 形 、 分 析 、

管 理 等 に 関 す る 高 度 な 技 術 力 が 必 要 だ が 、 建 設 産 業 に

は デ ジ タ ル 技 術 に 精 通 し た 人 材 が 不 足 し て い る 。 一 方

イ ン フ ラ の 維 持 管 理 業 務 を 変 革 す る た め に は 、 現 場 経

験 で 養 わ れ た 業 務 理 解 が 不 可 欠 ⑥ で 、 デ ジ タ ル 技 術 だ

け に 精 通 し た 外 部 人 材 を 活 用 す る だ け で は 困 難 で あ る

⑦ 。 従 っ て 人 材 の 観 点 か ら 、 リ ス キ リ ン グ 、 リ カ レ ン

ト 教 育 等 を 通 じ 社 内 に デ ジ タ ル 技 術 に 精 通 し た メ ン テ

④ ②と同様。文の前後の関係を見ると逆接ではないでしょうか。 

⑤ 脈絡もなく、急にデジタルツインとい言われても、読み手は何でと思ってしまいます。デジタルツ

インというゴールを目指すなら、そこに到達するためのステップを踏みましょう。デジタルツイン

の必要性、その背景となる問題点・現状といったことがらを背景で説明すべきです。これまでの説

明は、データの利活用の必要性のみで、なぜデジタルツインという環境が必要なのか一切説明があ

りません。見直しましょう。 
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ナ ン ス 技 術 者 を 育 成 す る こ と が 課 題 ⑧ で あ る 。   

 

２ ． 先 端 技 術 の 維 持 管 理 業 務 へ の 応 用 に 向 け た 解 決 策   

先 端 技 術 の 維 持 管 理 業 務 へ の 応 用 は 将 来 的 な コ ス ト

縮 減 や 点 検 作 業 の 安 全 性 向 上 に も 寄 与 す る こ と か ら 最

重 要 課 題 と し て そ の 解 決 策 を 示 す 。  

（ １ ） 画 像 ・ 点 群 デ ー タ の 取 得 と 活 用  

U A V や 車 載 カ メ ラ 、 レ ー ザ ー 計 測 装 置 等 の 活 用 に よ

り 、 構 造 物 等 の 画 像 ・ 点 群 デ ー タ が 従 前 よ り も 安 全 、

低 コ ス ト に 高 頻 度 で 取 得 可 能 と な っ て い る ⑨ 。 ま た 取

得 し た デ ー タ か ら 画 像 解 析 技 術 を 活 用 し て 、 変 状 の 自

動 抽 出 、 二 時 期 比 較 に よ る 変 状 の 進 行 量 把 握 の 技 術 開

発 も 急 速 に 進 ん で い る 。 画 像 ・ 点 群 デ ー タ の 取 得 と 活

用 に よ り 、 従 来 限 ら れ た 時 間 で 目 視 に よ る 点 検 が 中 心

で あ っ た ト ン ネ ル や 舗 装 、 砂 防 施 設 等 に お け る 点 検 業

務 の 効 率 化 が 期 待 ⑩ で き る 。  

⑥ 言いたいことはなんとなく分かるのですが、変革したいのに昔の知識が不可欠という文脈は、一見

矛盾しているようにも見えます。変革という言葉のチョイスがあまりよくないのだと思います。シ

ンプルに、「維持管理業務を進めるためには」で良いのではないでしょうか。 

⑦ 主語が判然としません。何が困難なのでしょうか。 

⑧ これも分かりづらい表現です。修飾語が多すぎます。「社内にデジタル技術に」と同じ助詞が連発

していることに加え、「リスキリング、リカレント教育」という手段を限定していることも引っか

かります。もっと、端的に表現することを意識しましょう。例えば、上記のケースですと「メンテ

ナンス技術者のリスキリングが課題」、あるいは「デジタル技術に精通したメンテナンス技術者の

育成が課題」といった表現が考えられます。 
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（ ２ ） 数 値 デ ー タ の 取 得 と 活 用   

通 信 環 境 の 整 備 や セ ン サ ー の 普 及 に 伴 い 、 構 造 物 等

の 状 態 を 遠 隔 監 視 で き る モ ニ タ リ ン グ が 低 コ ス ト に 実

現 可 能 と な っ て い る 。 ま た 取 得 し た デ ー タ ⑪ か ら 機 械

学 習 の 技 術 ⑫ を 活 用 し 、 劣 化 予 測 や 予 兆 把 握 ⑬ に 用

い る 技 術 開 発 も 急 速 に 進 ん で い る 。 数 値 デ ー タ の 取 得

と 活 用 に よ り 、 こ れ ま で 危 険 箇 所 で 人 手 に よ る 計 測 が

必 要 で あ っ た 岩 盤 や 斜 面 、 橋 脚 の 固 有 振 動 数 等 の モ ニ

タ リ ン グ が 可 能 ⑭ と な り 、 異 常 箇 所 の 早 期 発 見 等 が 期

待 で き る 。   

⑨ ここは、解決策を書くところなので、技術の現状を説明するようりやること（解決策）を書きまし

ょう。例えば、「維持管理業務に活用しやすいよう、測量、調査にあたっては点群データを取得す

る」といった具合に目的→やることの順で書くと分かりやすい構成になると思います。なお、UAV

や車載カメラ、レーザー計測装置云々といった具体のやり方は、「具体的には、・・・」といった

接続詞で繋ぎ、手法を示すと良いでしょう。この具体例が、解決策のパラグラフでは重要な要素に

なります（技術力アピールはここです）。 

※ これ以降すべて同じ。状況説明や効果を書くのではなくやることとして書きましょう。 

⑩ 画像・点群データの取得と活用により」とさらりと書くのではなく、前述の通り具体的に書いた方

が良いです。具体例＝技術力だと思ってください。ここを具体化することで、効率化できるとの主

張に説得力を与えることができます。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策   

イ ン フ ラ の 維 持 管 理 業 務 は 、 経 験 工 学 的 な 判 断 を 必

要 と す る が 、 変 状 の 発 生 が 低 頻 度 か つ 進 行 が 緩 や か な

た め 、 経 験 を 蓄 積 す る 機 会 が 少 な い ⑮ 。 デ ジ タ ル 技 術

の 活 用 に 伴 う リ ス ク と し て 、 現 場 経 験 で 養 わ れ る 技 術

力 の 低 下 、 ひ い て は 異 常 時 や 災 害 時 等 限 ら れ た 時 間 に

お け る 判 断 の 質 の 低 下 が 考 え ら れ る ⑯ 。   

 

対 応 策 と し て 、 「 選 択 と 集 中 」 の 考 え 方 の も と 、 残

す べ き 技 術 と 人 か ら シ ス テ ム へ 置 き 換 え る べ き 技 術 を

明 確 に し た う え で 、 新 技 術 の 導 入 と 技 術 継 承 に 取 り 組

⑮ これはどういう意図で書いているのでしょうか。機械学習の機会が少ないということなのか、そも

そも人材育成が難しいということが言いたいのか判然としません。 

⑯ ひいてはとありますが、これは前述にある技術力の低下というリスクに内包されているのではない

でしょうか。また、その少ない気かだからゆえに AI に機械学習あるいは暗黙知を AIという技術を

使って形式知に変えていくのではないのですか。 

⑪ 取得したデータとは何ですか。抽象的です。 

⑫ これも同様に、何をどう学習させるのですか。機械学習と表現する前に AI の説明が必要ではあり

ませんか。 

⑬ これも同様に、何の劣化予測をするのか、予兆とは何か、といったことが曖昧で浅薄な印象を受け

てしまいます。 

⑭ 可能となりとありますが、危険でしたが人の手でも計測は可能だったと読めます。説明すべきは、

モニタリングが可能になったことではなく、安全性の向上や迅速なデータ取得といった効果ではあ

りませんか。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

む ⑰ 。 ま た 熟 練 技 術 者 の 正 し い 判 断 を 基 に し た 良 質 な

「 教 師 デ ー タ 」 を 整 備 し 、 A I を 活 用 し て メ ン テ ナ ン

ス 技 術 者 の サ ポ ー ト 体 制 ⑱ を 構 築 す る 。   

 

４ ． 技 術 者 倫 理 と 社 会 持 続 性 の 必 要 要 件 と 留 意 点   

（ １ ） 技 術 者 倫 理   

公 益 の 確 保 を 最 優 先 に 業 務 遂 行 す る こ と が 要 件 で あ

る 。 特 に デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に 際 し て は 、 技 術 が ブ ラ

ッ ク ボ ッ ク ス 化 す る リ ス ク を 常 に 念 頭 に 置 き 、 デ ー タ

の 改 ざ ん 等 が 行 わ れ る こ と が な い よ う 留 意 す る 。   

（ ２ ） 社 会 の 持 続 性   

安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 を 確 実 に 維 持 ・ 継 承 す る こ と

が 要 件 で あ る 。 先 端 技 術 は 導 入 す る こ と 自 体 が 目 的 で

は な く 、 業 務 を 効 果 的 ・ 効 率 化 に 行 う た め の 手 段 で あ

る ⑲ 。 管 理 す る イ ン フ ラ と あ わ せ て ⑳ 、 常 に 業 務 の

見 直 し が 必 要 で あ る こ と に 留 意 す る 。  以 上  

 

⑳ 当たり前の記述に見えますし、前述の要件との関係性もよく分かりません。 

㉑ インフラに合わせるとは一体どのような状況なのでしょうか。よく分かりません。 

⑰ 選択と集中とありますが、選択しているだけに見えます。集中がどのような行動なのかを明確にし

ましょう。 

⑱ デジタル技術を活用したら、技術力が下がるとの主張であったにもかかわらず、AI を活用すると

の解決策に違和感があります。また、この教師データがあるなら、そもそも人の技術力の低下は

AIでカバーできてしまうのではありませんか。 


